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1 　はじめに































































参加者数 約3，400名 延べ参加者数は 3 日間で推定10，000名程度









信が届き「来週いっぱい（ 8 月 6 日）」との回答でした。
以上の状況をただちに下斗米学科長に連絡し，学科会議で







































































































1 回目の出勤予定日である 3 月16日を目前にした 3 月11日午
後，思いもかけない大地震が勃発しました。震災後もしばら
くは電気や交通が不安定な状況だったので，伊藤さんの初出















じめることの連絡をしたのは，2011年 3 月 8 日でした。鳥居
先生からまずは岩田君子さんをご紹介いただきましたが，や
はり 3 月11日の大震災の影響で色々なスケジュール変更があ







































































































部門 担当教員 院生 3 年次以上 2 年次 合計（日大）
受付 藤岡・高田 6 28 6 40（2）
会計・資材管理 中沢 4 3 2 9（0）
休憩室・託児室 吉田 3 5 4 12（0）
クローク 村松 2 4 12 18（10）
小講演 鈴木 3 6 2 11（2）
招待講演・国際賞講演 大久保 3 5 2 10（2）
シンポジウム 下斗米 5 6 0 11（2）
展示 乾 3 2 0 5（0）
ポスター会場 岡田 3 3 4 10（3）
誘導 長田 6 16 9 31（0）
ワークショップ 岡村 3 17 4 24（2）
遊軍 澤 5 8 1 14（0）




































































はそれを 5 月初旬まで 2 カ月以上も遅めに設定しました。ま
た予稿集原稿の締め切りも従来大会では 4 月初旬であること
が多かったところを発表申込と同時期，すなわち 5 月初旬に






















































































































































































































































































































































ような便宜をはかっていただきました。さらに 9 号館 2 階会
議室前のロビー領域にはアクセスポイントが無かったので，
臨時に 4 台の無線 LAN アダプタを配置したりする作業もセ
ンターの係の方が中心で行なっていただきました。
以上の他にも種々の電子化の試みを行いました。たとえば
日心大会としては初めてツイッターによる広報を行いまし
た。第76回大会公式アカウントのフォロアー数は最終的には
約500ユーザーにも及び，大会当日にも参加者から多くのツ
イットがありました。それらをすべて集積したツイッターロ
グを印刷し，簡易製本したものをお世話になった関係各所に
配布することで，大会に尽力されたいろいろな方面の方々と
成功の喜びを共有することができました。
5．4　その他
その他に，色々なスタッフの先生方からの提案で，大会参
加を実り多いものにするために，また快適な研究活動が可能
となるためにさまざまな工夫を試行しました。
まずは向ヶ丘遊園駅から会場（ 9 号館）前ロータリまでの
間の足の確保策として，参加者専用の無料シャトルバスを運
行しました。朝夕の混雑時にやや長いバス待ち行列ができま
したが，それでも30分以内には行列は解消しました。小田急
バスの関係の皆さま方の迅速かつ適切なご対応のお陰による
ものと思います。全般的にこのシャトルバス運行は参加者か
らとても良い評価を頂戴しました。日心大会会場と最寄り駅
をシャトルバスで結んだのは，近年では広島大学大会以来か
と思います。
次に遠来からの参加者の利便性を高める工夫として，向ヶ
丘遊園駅前にあるアトラスタワー向ヶ丘遊園の 2 階にある専
修大学サテライトキャンパスに「駅前クローク」を開設しま
した。大きな荷物を持ってシャトルバスに乗車されるご苦労
を軽減しようという目的でしたが，これも本学サテライトキ
ャンパスの立地の良さもあって参加者の皆さま方にはとても
お喜びいただきました。
その他，懇親会に若い研究者ができるだけ多く参加できる
ようにと，大学院生の参加費を割引いて破格の低価格にしま
したが，残念ながらこの企画意図は若い参加者の方々には伝
わらなかったようです。また小田急観光様と連携して，会期
中にスパウスバスツアーを企画しました。山梨ワイナリーや
スカイツリーあるいはドラエモン博物館など時宜にあった魅
107日本心理学会第76回大会を終えて
力的な企画があったのですが，これも心理学系学会では前例
がなかったこともあって，結局すべてのツアーが不成立に終
わってしまいました。
ポスター会場前のロビーでは iPAD の貸し出しも行いまし
た。しかしこれも当初予定の 1 日20台を達成することはでき
ませんでした。電子化されたプログラムや予稿集の素晴らし
さを一人でも多くの参加者に体験して欲しいと思っての企画
でしたが，いわゆる今年に入ってからのスマホブームでわず
か期間で，多くの参加者がすでになんらかのスマートフォン
やノートパソコンを持参されていたのだろうと思います。
このように企画意図が参加者に十分に伝わらず残念な結果
となった企画があるにはありましたが，全体としては参加者
の利便性を高め生産性を高めるる目論見はかなりよく実現で
きたのではないかと思います。
6 　むすび
第75回日本大学大会の準備委員長厳島行雄先生が懇親会に
おけるご挨拶で感きわまって「泣きそうだ」というお言葉を
お使いになりました。第75回大会は大震災からわずか半年し
か経っていない時期の開催という特別の事情がおありでした
ので，第76回大会とは比較にならないご苦労がおありになっ
たと推察いたしますが，それでも今大会の会期最終日午後 6
時30分からの全員集会では，10301教室に集まった皆さま方
を前にして万感胸に迫り，厳島先生と同じ気持ちで声が詰ま
りそうになりました。
振り返ってみるとこの 2 年間は全スタッフにとって言葉に
尽くせないほどの緊張とストレスの連続でした。解決すべき
事項が次から次へと押し寄せてきて，準備委員会内でぎりぎ
りのところまで緊張が高まったこともありました。しかしス
タッフの皆さま方全員がそれぞれによく耐え辛抱され，幾度
もの危機を乗り越えてきました。また学内の関連事務部署の
皆さま方にも色々とご苦労をおかけしました。ごく一部には
専修大学にとって前例の無い大規模学会に面喰って，私たち
準備委員会の行動の意味を把握していただけなかった方もい
ましたが，圧倒的に大多数の事務職員の方々が各部署，各事
務系列において大いに想像力と創造力を働かせて，何として
も成功させましょう，全国からいらっしゃる先生方に専修大
学の良さを見てもらいましょうという立場，自ら前例を作る
との意気ごみで仕事の枠を超えたご協力をしていただきまし
た。
日本心理学会第76回大会に関わったすべての皆さま方，皆
さま方の誰か一人が欠けてもこの大成功は無かったと思いま
す。お疲れ様でした。ありがとうございました。
 （文責　大会会長　山上精次）
